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101)九̀･IRIにて Gliomat.osisCerebriか
疑われた 1例

斉藤 明彦
伊藤 光弥 ･ 十 - ･

吉岡 光明 (閣 内泰郎

･･;･ ･.･･･ 了∴i '. ' ,,

(i,)iomilt()Sisct､Iでl)ri(11､卜 GCl)は監去沫診断や.X線

(Tl'に.L右 を断旧封離たこと_か鋸 ､.症例は52才女性.

頭痛を r:.,許しl二し. 1隼半前初診時LTln 'では両側大脳

半球L')E'昭 か lLIW (-I(.nL<Llで.い､■L-か拡大し､ていた.

その練乳瀬を認め, 下垂棒線鷹検索の目的で施行 した

Mltt-I:.(､;C が疑われノ雄,こしプ∴ 乳頭浮捕1..人外神経学的

貯借は左 く,C′ⅠーてILlLlrFilを小心に isO-low (lellS(_T

L･')領域か前tt-汁-.ii-)広汎に広が-,てし､た机 造離別で (111ha11C(～

ど,11る領域;･ま見(,Jlt左か-,!∴ hlJllくJては ′Ⅰ､1-Wlで低

信号.T2-Wlて甜 lv目上'l:il3線1明 瞭左領域机 L潤 半休

に広がり,脳溝..IJiL.)71人裂Lf.狭Jト化し,脳梁｣用有人

Lていた.右前頭開酢 こて挿入 し日l齢itLL7巧:_検-lt:行い.

組織学的に GC と確診 された.GC は局所症状に乏 し

く.X線 rrでは 111L-ISSLIL-rtでtL'lflTl-1兄L')ノ山･')こ<_㌦小多

い.MRIによる報告例は末だ数例に過 ぎ左いか,本症

例阜)同様LT)所見を呈しており,今後,(I,L'(,')画像診断に

おいて,有効な手段となり得ると思われた.

日 ､､:.lL･1. -.■ '1.･ 一 ･ ･･_
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症例は62才~女刊･･_.89.ll.1▲･-1雫然左頚部痛 が と1-_i 現 . 刷 持

障害なし.頚部l:1円こ表在知′正し刊tfを認札 尿閉あ り .

四肢の脱 力｣とL'柑 鞘阜よi)同順にて徐 々iこ回復 した.育

髄病変が疑われ t/i.1蛸号露卜1揮)にて当院入院.入院時意

識清明.眼症状なし,脳神経麻時なし.il'冊立に軽度の

麻峰.右Ⅲ-V指に表在知覚LJ)低 卜 M~Rlで石 C6-7

に Tl並びに-~′LLu トン密度強調画像ではイ叩月掛で,T2

強調画像で HSIを望 し,Gdl)TI〕̂ 注入にて enhanct.

される病変あり. 1i郡't]程経過 Lた亜急性期C')梗塞輿(.り

殖教に一致すると思われた.脊髄梗塞は務な疾患で審症

例は MR王にて直接その病変を確認 し得た餐塵な一例

であると考えられた中

12) 卜1田本腺腫LT)ll:lRl

構‖l恵美[･･合有 I
伊藤 寿介
日付 臣･黒木
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組織'1;･'宜Jに卜垂困腺腫 と.証明さ.畑仁11症例Lr).1.5T

魔電導装置における MR‡所見をこついて検討 した,

腺腫は T且強調像では灰 白質 と等信号を皇す 屯のが

多 く,T慧強調橡,プロ トン密度像ではさまざまな信号

慮度を皇した.了t'-IF._二(_;(トl.)'l､Ⅰ'̂ ;:.I_､信 一遺跡 ')さノ約万も.

軽度のものから海綿静脈洞と同程度の確)のまでさまざま

であった. 由験例において矛正常下垂体はTi強調像

で白質と等信号を屋 L GかmTPA をこより海綿静脈洞

と同程度かやや劣る程度をこ強 く造影 きれたことから,腺

腫と正常下垂体,海綿静脈洞との境界が,造影前後のど

ちらで明瞭をこなるかは個々の例によって異なると思われ

るA しか し予造影後の方が海綿静脈洞内の神経の描出を

吋能とし また腺腫と視交叉が接する場合では両者の区

別が容易となった.

下垂体腺厳の局在診断や周紺構造の評価には冠状断の

Tま強調健が有周で あ り , 遺影前後の両方を撮像する事

が望ましいと思わ れ た ､
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